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概　　　　要
　　37万人の会員を世界150カ国に有するIEEE主催の国際会議であるICRAは、ロボット分野において世界
最大規模の国際会議である。　本年のICRAにおいての採択率は39％（応募件数1756件）であり、ロボット
研究における非常に高いレベルの国際会議として広く認知されている。　会議は、5/15から5/19にかけて
行われ、会議での発表に加え、会議初日と最終日に行われたワークショップにも参加するなど、積極的な
会議参加を行うことができた。　研究分野とする手術ロボット分野においては、本大会では関連研究も含
めて４つのセッションが構成され、どのセッションでも会場が満員になるほど盛況であった。
　研究発表は、セッション「Surgical Robot Ⅰ」にて行い、多くの参加者から多くの質問を受け、大変有意義
なものとなった。　特に、今回発表を行った遠隔手術については、今後の手術ロボット開発におけるキラー
アプリケーションとなるであろうとの議論がなされ、注目の高い分野である。　本大会でも国境を越えた遠隔
手術実験を実際に行い、報告を行った論文は唯一であったこともあり、大きな注目に集めた。
　参加したワークショップ「MRI Compatible Robotics 」は、これから大きな発展が見込まれる分野であり、世
界中の研究者が会した本会議での情報交換は大変有用な機会であった。　また、ワークショップ「Robotics
based Medicine」は、世界中の著名な研究者が会し、研究発表とディスカッションが活発に交わされた。
世界最先端の開発動向を知り、また実際の研究者から意見を聞くことができる貴重な機会であった。


